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　サント = ボーム山は白亜紀の石灰岩の岩山で、東西 12 km の長さ、標高 1000 m ほど。その山


















1279 年のサン = マクシマンでのマグダラのマリアの墓の「発見 inventio」が契機であった。1279









ント = ボーム山の北 20 km に位置するサン = マクシマンの半地下墓地を発掘し、そこにマグダ
ラのマリア、聖マクシミーヌス、聖シドニウス、聖女マルセルの墓を「発見」した。そして、マ
グダラのマリアはサント = ボーム山の洞窟で 30 年間贖罪の生活を送ったあと、天使によってサ
ン = マクシマンの墓所に運ばれて葬られたのだという伝説が広く信じられるようになった。
　こうした「発見 inventio」は、現代においても行われ得る。たとえば 1960 年代のフェルナン・
ブノワのマルセイユのサン = ヴィクトール修道院クリプトでの発掘は、3 世紀の martirium（殉
教者の墓）の発見として解釈され（5）、マルセイユの人々の信仰心を掻き立てた。マルセイユの聖




















































てオールも帆もない小舟でプロヴァンスの海岸（サント = マリー = ド = ラ = メール）にたどり着
いたという。ヤコブのマリアとサロメはサント = マリー = ド = ラ = メールにとどまったとされ、
同町の教会堂の祭壇周辺をルネ王が主導して「発掘」し、1448 年 12 月 2 日に彼女たちの聖遺物
を「発見 inventio」した。サント = マリー = ド = ラ = メールは、また、ジプシー（ロム）たちの
聖女サラへの信仰の地としても知られる。サラはヤコブのマリアとサロメのエジプト人の召使で
あり、彼女たちに付き添ってこの地にたどり着いた、あるいはジプシーの長として彼女たちを迎










れており、それらの発展が確認されるのは 12 世紀以降である。たとえばエクサン = プロヴァン
スの司教座教会の創始者が聖マクシミーヌスとマグダラのマリアであり、彼らの墓がここにある




り、エクサン = プロヴァンスやサン = マクシマンのマグダラのマリア信仰よりも明らかに早い。
おそらく、非常に成功したヴェズレーにおけるマグダラのマリア信仰への対抗心から、プロヴァ
ンス地方で同聖女への礼拝が宣伝されたと推定されている（14）。
　1279 年 12 月 9 日、「エクスの最初の司教である聖マクシミーヌスがマグダラのマリアの墓を
置いた聖なる礼拝堂」がサン = マクシマンに発見された。その墓所の南方に位置するサント =
ボーム山は、マグダラのマリアが埋葬される前に 30 年籠った場所と見なされ、それ以降、サ
ン = マクシマンとサント = ボーム山がフランスにおけるマグダラのマリア信仰の中心地になる。
サント = ボーム山のマグダラのマリアの洞窟
　石灰岩の岩塊であるサント = ボーム山は東西 12 km の長さに広がり、その北斜面は 300 m か
ら 400 m の急な岩壁から成る（図 1）。山とその周辺には、その地形および歴史が生んだ特殊な

















なっていた。1950～60 年代になり、国が土地買収を進め、サント = ボーム山系全体の保護がよ








　まず、1279 年のサン = マクシマンの墓所の発見時、700 年と 716 年の聖遺物の真正証明書が
入っていたとされている。そして 17～18 世紀の歴史家たちは次々にこの場所のマグダラのマリ
ア信仰の古さを擁護する証言をしてきている。例えば、サント = ボームの「巡礼日誌 Journal」
には、816 年に教皇ステファヌス 5 世の、878 年にヨハネス 8 世の、9 世紀末にはプロヴァンス












図 3　 アントワーヌ・ムニエ　『夕暮れのサント = ボームの眺め』　1792
年　水彩画（Source: Bibliothèque nationale de France）
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　1516 年にアルルの司教フェリエの主導により 7 つの礼拝祠が設置された「王の道」をたどり、













壇衝立はイエスの磔刑とマグダラのマリアを表した L.-J. アレクサンドロの 1860 年の作品であ
り、主祭壇裏の瞑想する聖女像は、モントリウーのシャルトルー修道院のヴァルベル伯の墓
（1778 年没）のために C. フォッサティが作った 4 人の泣き女の群像のひとつが移転されたもの























サン = マクシマンのサント = マリー = マドレーヌ聖堂
　1279 年にサン = マクシマンの半地下墓地が発見されたのち、サント = ボーム山の洞窟まで巡
礼道が整備された。ほぼ 20 km の道のりである。伝説では、マグダラのマリアのサント = ボーム
山での贖罪の生活を送ったあと、天使によってサン = マクシマンの墓所に運ばれて葬られたとさ
れている。
　1295 年 4 月初旬に、アンジュー伯シャルル 2 世はドミニコ会修道院をサン = マクシマンに創











なくともこの時期までは 2 体ずつ東西の壁に沿い置かれていたが（図 9）、現在では、マグダラ
のマリアの墓に伝統的にアトリビュートされている石棺は、南の聖遺物棚の前に置かれている。
図 9　 1932 年頃のサント = マリー = マドレーヌ聖堂クリプト内
部（R. Doré, « Saint-Maximin », Congrès archéologique 
de France, 95e session, Aix-en-Provence et Nice, 1932, 
Paris, 1933, p. 214）







　5 世紀制作と見なし得る線刻画大理石板が 4 体、クリプト内に保存されている。そのうちの 2
体の大理石板（1 m 20×0 m 80×0 m 04）は、それぞれオラント（両手を広げた祈りの姿）の女
性を表しており、そのうちの 1 体は聖母マリアを表している（図 10）（19）。もう 1 体のオラントの




図 10　 聖 母 マ リ ア を 表 す 線 刻 画 大 理 石 板　（Dʼun 
monde à lʼautre. Naissance dʼune Chrétienté 
en Provence IVe-VIe siècle, Arles, 2001, p. 172）
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　1993 年、サント = マリー = マドレーヌ聖堂の西正面玄関外の空間に、古代末期の聖堂と洗礼












お わ り に
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